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本論文をもって，2018 年 11 月より専修内で実施された予備審査を通過し，専攻にて受理申請がさ














第 2 章では，sPS のフィルムに加熱延伸処理を施すことで，溶融状態や溶解状態を介さずに試料
内部の結晶が構造転移をする現象に着目し，延伸および熱がそれぞれ sPS の構造転移にどのように
寄与しているのかを明らかにしている． 





第 4 章では，ポリマー材料のナノファイバーを効率的に作製できる手法のひとつである電界紡糸 
(electrospinning: ES) 法に着目し，ES 法によって sPP 共重合体のナノファイバー化を試みている．
さらに，ES 法を用いたナノファイバーの紡糸過程における延伸効果と，分子鎖内に存在する共重
合モノマーの組成が sPP の結晶構造に与える影響を分析している． 
第 5 章は総論であり，各章で得られた結果をもとに，本論文を総括している． 
以上要するに，本論文は，延伸処理や温度操作を組み合わせることによって，低コストでありな
がら優れた物性を発現するシンジオタクチックポリマーの構造および物性を制御する新たな知見
を見出している．これらの成果は工業上，工学上，主にポリマー材料分野で寄与するところが少な
くない．よって，本論文の著者は博士（工学）の学位を受ける資格があるものと認める． 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査会委員で試問を行い，当
該学術に関し広く深い学識を有することを確認した． 
また，語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した． 
 
